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京ト協 駐禁規制緩和で要望書
京整振青年部会が講演会開く
京自販 宮崎県で代表者会議
京整商 感謝セールが盛況
◀日産大学校 ４年ぶり学園祭
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男
性
ド
ラ
イ
バ
ー

特
積
３
・
５
％
減

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

京
滋
の
景
気
、着
実
な
持
ち
直
し

9
月 

自
動
車
13
カ
月
連
続
増

　

９
月
の
京
滋
地
区
の
景

気
は
改
善
ト
レ
ン
ド
が
順

調
に
強
ま
り
、
持
ち
直
し

て
い
る
。
個
人
消
費
や
設

備
投
資
、
観
光
需
要
な
ど

の
改
善
が
進
み
、
安
定
し

た
回
復
が
続
く
。

　

前
回
調
査
と
の
比
較
で

は
指
標
の
変
化
は
ほ
ぼ
横

ば
い
に
あ
る
が
、
各
指
標
は

多
く
が
堅
調
に
あ
る
。
日
本

銀
行
京
都
支
店
が
11
月
14
日

に
発
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
れ
ば
、
個
人
消

費
は
ほ
と
ん
ど
の
指
標
で
対

前
年
を
上
回
る
。
主
要
小
売

販
売
額
は
前
年
比
６
・
５
％

増
、
百
貨
店
販
売
額
は
15
・

６
％
増
、
ス
ー
パ
ー
販
売
額

は
２
・
５
％
増
と
着
実
な
改

善
傾
向
が
見
え
る
。

　

自
動
車
関
連
も
乗
用
車
販

売
台
数
が
10
・
８
％
増
と
堅

調
で
、
13
カ
月
連
続
の
回
復

が
続
く
。
一
方
、
家
電
販
売

額
だ
け
は
０
・
７
％
減
と
な

っ
た
。

　

観
光
分
野
は
市
内
の
主
要

ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数
が
54
・

２
％
増
と
大
幅
な
改
善
傾
向

を
見
せ
る
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業
・

非
製
造
業
と
も
に
前
年
度
を

上
回
る
見
通
し
。

　

製
造
業
は
電
気
機
械
や
生

産
用
機
械
な
ど
、
中
長
期
的

な
需
要
増
加
を
見
据
え
た
能

増
投
資
が
見
ら
れ
る
。
非
製

造
業
で
は
新
規
出
店
や
店
舗

改
装
な
ど
の
投
資
案
件
が
目

立
つ
。

　

住
宅
投
資
は
18
・
７
％
減

と
弱
め
の
動
き
が
見
ら
れ

る
。
公
共
投
資
も
工
事
請
負

金
額
（
10
月
）
が
22
・
９
％

減
。

　

生
産
分
野
は
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
自
動
車
向
け
に

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、

全
体
的
に
は
弱
め
の
動
き
に

と
ど
ま
る
。
汎
用
・
生
産

用
・
業
務
用
機
械
は
高
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。
化
学
は

横
ば
い
、
和
装
関
連
は
低
水

準
が
続
く
。
雇
用
・
所
得

環
境
は
ゆ
る
や
か
に
改
善

し
、
物
価
は
食
料
な
ど
の

値
上
が
り
で
増
加
し
た
。

　

京
都
運
輸
支
局
お
よ
び
京
都
南
検
査

場
、
自
動
車
技
術
総
合
機
構
京
都
事
務

所
と
京
都
南
事
務
所
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
京
都
事
務
所
は
29
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で
閉
庁
す
る
。
い
ず
れ
も
年
明
け

は
同
月
４
日
か
ら
平
常
通
り
。

【
京
都
運
輸
支
局
（
南
検
査
場
含

む
）、
自
動
車
技
術
総
合
機
構
京
都
事

務
所
・
京
都
南
事
務
所
】

　

検
査
関
係
業
務
▽
検
査
予
約
の
受
付

（
年
内
受
検
分
）
＝
28
日
ま
で
▽
持
込

検
査
＝
28
日
ま
で
（
４
日
以
降
は
事
前

予
約
が
必
要
）
▽
指
定
整
備
＝
28
日
ま

で
▽
改
造
・
並
行
輸
入
車
・
新
規
検
査

等
の
事
前
届
出
書
類
の
受
付
（
年
内
受

検
分
）
＝
13
日
ま
で
（
14
日
以
降
の
提

出
分
は
年
内
処
理
不
可
）

　

登
録
関
係
業
務
＝
28
日
ま
で
。

　

一
般
業
務
＝
28
日
ま
で
。

【
軽
自
動
車
検
査
協
会 

京
都
事
務
所
】

　

▽
一
般
業
務
＝
28
日
ま
で
▽
改
造
等

申
請
の
受
付
＝
13
日
ま
で
。

京都運輸支局・軽検査協会
年内業務 28 日まで年明けは４日から

新たな挑戦へ向け結束固める
第48回 近青協合同例会を京都で開催

　

京
都
・
大
阪
・
滋
賀
・
兵
庫
で
構
成
す
る
近
畿
地
区
自
動
車
青
年
会
議
所
（
近
青

協
）
は
11
月
22
日
、
地
元
京
都
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
（
中
京
区
）
で
第
48
回
合
同

例
会
を
開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
は
「
『
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ　

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』
〜
未
来
あ
る
業
界
へ
〜
」。
各
府
県
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
ら
が
気
持
ち
を

新
た
に
今
後
の
自
動
車
業
界
の
発
展
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
む
た
め
、
結
束
を
深

め
た
。

あいさつする東会長

講師の細尾社長

　

第
１
部
で
は
講
演
会
を
開

催
し
、
講
師
と
し
て
㈱
細
尾

の
細
尾
真
孝
社
長
を
招
き
、

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
を
基
に
講

演
し
た
。
西
陣
織
を
世
界
に

発
信
す
る
細
尾
社
長
の
経
験

を
基
に
、
古
き
良
き
伝
統
を

残
し
て
企
業
が
い
か
に
時
代

に
合
わ
せ
た
変
化
を
遂
げ
ら

れ
る
か
を
熱
弁
。「
自
分
た

ち
が
持
っ
て
い
る
固
定
概
念

を
壊
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
こ
と
で
新
た
な
道
が
見

え
る
は
ず
」
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

　

第
２
部
で
は
近
青
協
幹
事

ク
ラ
ブ
の
京
都
自
動

車
青
年
会
議
所
（
Ａ

Ｊ
Ａ
）
の
東
公
亮
会

長
が
「
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
臨
む
こ
と

で
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
出
会
い
が
生
ま
れ

る
。
青
年
部
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
基

に
、
こ
う
し
た
気
持

ち
を
今
後
に
も
つ
な

い
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ

と
、
登
壇
し
た
近
青

協
各
ク
ラ
ブ
か
ら
、
本
年
度

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
で
東
会
長
か
ら
は

「
自
覚
と
責
任　

〜
格
好
良

い
っ
て
何
？
？
？
〜
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
を
報
告
し
た
。

　

来
賓
の
Ａ
Ｊ
Ａ
顧
問
の
福

山
哲
郎
参
院
議
員
は
「
自
動

車
の
変
化
は
激
し
い
が
、
皆

様
の
業
界
は
間
違
い
な
く
必

要
不
可
欠
だ
。
守
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え

た
。
近
畿
運
輸
局
自
動
車
技

術
安
全
部
の
野
中
秀
紀
部
長

も
あ
い
さ
つ
し
、
自
動
車
業

界
の
発
展
に
向
け
、
適
正
な

対
価
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に

活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
近
青
協
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー

ビ
ー
で
華
々
し
く
幕
開

け
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
の

存
在
感
が
際
立
ち
、
会
場

の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
一
気
に

高
ま
っ
た
。
ど
よ
め
き
の

中
、
４
府
県
の
会
長
・
理

事
長
が
瓦
割
り
ゲ
ー
ム
で

激
突
、
各
府
県
健
闘
す
る

も
、
14
枚
を
割
っ
た
京
都

に
軍
配
が
あ
が
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
新
入
会
員
と
卒

業
予
定
者
が
紹
介
さ

れ
、
次
年
度
会
長
と

し
て
登
壇
し
た
奥
村

大
生
氏
は
「
今
年
度

が
い
ろ
い
ろ
新
し
い

こ
と
を
取
り
入
れ
た

年
だ
っ
た
だ
け
に
、
自
分
の

仕
事
は
本
流
に
回
帰
さ
せ
る

こ
と
だ
と
自
覚
し
て
い
る
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
東
会
長
か
ら
滋
賀

の
種
村
英
明
理
事
長
へ
「
近

青
協
旗
」
が
手
渡
さ
れ
た
。

講 

演 

要 

旨

　

西
陣
織
を
営
む
家
業
を
継
い

で
海
外
に
向
け
た
新
規
進
出

を
目
指
し
た
が
、
最
初
は
引
き

合
い
が
な
く
て
失
敗
し
た
。
入

念
に
海
外
の
展
示
会
な
ど
を
リ

サ
ー
チ
す
る
な
ど
、
何
度
も
失

敗
と
反
省
を
繰
り
返
し
た
。
あ

る
展
示
会
で
帯
や
和
柄
と
し
て

で
は
な
く
、
建
築
の
素
材
と
し

て
使
い
た
い
と
い
う
依
頼
が
来

た
。

　

未
経
験
の
分
野
へ
の
挑
戦
だ

っ
た
が
な
ん
と
か
そ
の
希
望
に

応
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に

な
っ
た
。
今
は
建
築
素
材
や
イ

ン
テ
リ
ア
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

西
陣
織
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
着

実
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

自
分
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
西

陣
織
の
製
品
で
な
い
と
戦
え

な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

で
は
市
場
は
小
さ
い
ま
ま
だ
っ

た
。
工
夫
を
す
れ
ば
活
用
の
幅

は
無
限
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
伝
統
工
芸
と
い
う
分
野
は

斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
世
界
に
知
ら
れ

て
い
な
い
技
術
が
あ
り
、
需
要

は
あ
る
。

　

自
分
た
ち
が
思
っ
て
い
た
仕

事
へ
の
固
定
観
念
を
崩
し
、
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

伝
統
と
変
化
生
か
し

新
た
な
時
代
の
経
営
語
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
続
け
て

青
年
部
会
を
次
の
世
代
に


